
東京 2020 オリンピック・パラリンピック大会関係機関に向けて 

東京都医師会・地区医師会・大学医師会等医療現場からの 

 オリンピック・パラリンピック開催についての意見書  

 

4 年に１回開催されるオリンピック・パラリンピック大会は、スポーツを通じて全世界の人々に夢と希望

を与える祭典であり、特に若い世代に対して大きな感動を与え、未来への前進につなげてくれることを願っ

ています。 
しかし、2020 年冒頭から全世界に蔓延している新型コロナウイルス感染症は、その収束への行程は不確実

で、現時点で我が国において充分にコントロールされた状況とは言えません。 

この状況下で、東京 2020 オリンピック・パラリンピック大会の開催について、東京の医療を担っている

現場の立場から、東京都医師会は地区医師会・大学医師会と連携して意見を申し上げます。 

 

医療的見地からみたオリンピック・パラリンピック大会開催の必須条件は、 

１、 大会の開催を契機に感染が拡大しないこと 

２、 大会を開催することによって通常医療が圧迫されないこと 

と考えます。 

 

東京都の全地域において、通常医療はもとより新型コロナウイルス感染症への対応、並びに新型コロナウ

イルスワクチン接種の徹底について、全医療機関が総力をあげて当たっております。オリンピック・パラリ

ンピック開催中または開催後に新規感染者数が激増したり、開催にあたって通常医療に過度な負担がかかっ

たりいたしますと、医療状況が逼迫するばかりでなく、全国に感染を広げてしまうことになります。 

大会開催の責任機関の方々には、充分な検討と対策のもと、開催や開催形式等を決定し対処されると存

じますが、医療現場の状況を勘案しながら、開催するのであればぜひ必須条件を守れるように、無観客で

の開催も含め、適切な方向性と具体的な方策を早期に示していただきたいと存じます。また、有観客とし

た場合でも感染状況によって必須条件を維持できない場合には、都民・国民の安全・安心を守るために、

無観客または中止とすることも考慮していただきたいと存じます。 

私たち、東京都医師会、地区医師会、大学医師会をはじめとする医療関係者は、どのような状況において

も、全力で都民・国民の健康を守るために尽力いたしますことを申し添えます。 
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